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58.5分から 53.0分と有意に短縮し，手術後時間も 52.0分から 38.0分と有意に短縮していた． 
臨床面に及ぼす影響を調べる目的で，各病院の標準化前後のそれぞれ 1年間における呼吸器外科
手術の手術時間と出血量について調査し比較した．手術時間は，呼吸器外科全手術症例を対象にす
ると中央値が 146 分から 116 分，肺葉切除術症例では 228 分から 176 分，肺部分切除術症例では
103分から 91.5分とすべてのカテゴリーにおいて有意な短縮を認めた．出血量は，呼吸器外科全手
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